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シーリングニュース春季号（No7）でとり上げた通り、 

昨年12月の0PEC総会における原油価格引上げ決定に 

ひきつづき、7月以降の原油価格は6月の0PEC総会 

で再引上げが決定し、1 バーレル当り実質20ドルを上回 

る “超”高価格原油時代を迎えるに至った。 これによる 

国内石油元売り各社の石油製品への価格転嫁も避けられ 

ぬ状況となっている。ただし今回の石油値上げの影響が 

現実に出てくるのは秋口に入ってからと言われており、 

シーリング材業界も含めて7月～9月の産業界は10月以 

降の本格的なコスト上昇に備えた対応策を急ぐことにな 

ろう。 

ここで留意すべきは娼年秋以降の石油ショックと最近 

の石油事情の産業界に与える影響がやや様子を異にする 

点である。即ち、今回は各企業がコスト面で重大な圧迫 

を受けるだけにとどまらず、原料用や燃料用に必要な石 

油及び関連製品を十分に確保できない事態も予測される 

ということである。これらがシーリング材へ与える影響 

が憂慮される。 

1 ．最近での原油輸入実績と見直し 

昭和48年～53年のねが国の原油輪入量及び54年度見通 

しは次の通りであるが、特に54年度上期（4 月～9月） 

が前年同期に比し＋3％であるのに対し下期（10月～3 

月）は前年同期比-13％と予想されていることが注目さ 

れる0 

又、別の資料による大手国際石油資本の対日供給削減 

度もやや数字が異なるものの上記を裏付けている。 
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2．ナフサの価格と輸入量の動向 

(1）ナフサの単価の推移 

0PEC 原油が＄16／バーレルから、＄21／バーレル 

に上昇するとナフサの価格は約7,000 円／kt上昇する計 

算となる。 

国 産 
輪 入 長 契 

輪入スポット 
シエルクエート ペトロミン 

昭54年4 月 30,000円／ke 40,500円ノll 

5 ク 30,000 ク 40,500 " 

6 ク 34,000 ク 40,500 " 

7 ク 34,000 48,000 ク 52,500円／雇 

8 ク 34,000 48,000 ク 52,500 . 59,000円Al 

9 ク 41,000 み 48,000 ク 52,500 " 59,000 

(2）輸入量の動向 

昭和53年度のナフサ輸入量は10,000,000KL/y であ 

るが、エクソソ、カルテックスの2 大メジャーは、エク 

ソンが昭和55年から 700,000K L /Y 、 カルテックスが 

54年半ばから1,200,000K L /Y 合計1, 900, 000 K L / 

Y の対日供給量をカットするとしており、これは、53年 

度実績の約20％に当る。前号でもふれたように、国産と 

輪入比率6 :4 ということを考えると大きな削限と言わ 

ざるを得ない状況である。 

3．シーリング材に関連する石油化学誘導品の動向 

上記のような原油、ナフサ及びそれらに伴うェチレン 

の動向など単価の上昇はほぽ前号での予測通りに推移し 

ているといえよう。ただし、かかる状況に加えて新たに 

量の問題が台頭して来たということで益々厳しさを増し 

つつある現況である。 

ト石油化学関連原料・製品の価格動向（54年4 月と7月価格の比較、上段4 月、下段7月価格） 
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■シーリング材関連主原料 

の価格推移 

ノシーリングニュースNo.7、 

、 より引用 ノ 

関係シ一リング材 
価 格 ア ッ プ 率 

備 考 
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新JISでは材料と性能区分 

L により適宜挙ブ畔 
司会 7月1日に制定された新しいJ I S A 5758.「建 

築用シーリング材」 これに各メーカーは J IS 認定取 

得に向って業界を挙げて対応しようとしています。また 

この新J IS をユーザーサイドにいかに理解していただ 

くかということが重要と考えております。 

本日は皆様方のご意見を拝聴し、今後の運営に少しで 

も役立たせていきたいと考えお集りいただきました。 

まず、新J IS が制定された趣旨、その経過等につい 

て大磯技官にご説明いただきたいと思います。 

大磯 従来シーリング材にはA5754とA5755 として、ポリ 

サルファイドとシリコーンの2 材種のシーリング材が決 

まっていました。他の材種についてはA5757「シ ーリング 

材の用途別性能」で補って来ました。今回ポリサルフアイ 

ドとシリコーン以外の変成シリコーン、ポリウレタン、 

アクリル、SBR、プチルゴム系の現在出回っている材 

種を含めた形で、性能基準を新しく作ったわけです。そ 

れは、今後どのようなシーリング材が技術開発されても 

対応できるように、大まかに主成分による区分として安‘ I 

種類分けております。 、 

ユーザー側とすれば要求する性能が満足していればい 

いわけで、要求している性能にどの材料のシーリング材 

が適しているか、それでどのくらいの性能があるのかが 

つかめれぱ仕様上差し支えないわけです。特にどういう 

主成分のものかというように決めてあるので、混合した 

り複合したりしていろいろなシーリング材ができると思 

いますが、ポリサルファイド系、シリコーン系というふ 

うに今後包含していきたいと思います。包含できないも 

のは新たにA 5758を改正するという考えもありますが、 

現在のところほぽ網羅していると思います。 

今回の制定趣旨は、シーリング各材種に使うほうとし 

て一番適しているものを選べるように性能の区分が決め 

られており、材料と性能区分により適宜選択できるよう 

にしたことですね。 
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丸ー俊雄氏 鶴田裕氏 木下日出男氏 

ト出席者‘ 

小池 迪夫 東京工業大学工業材料研究所 

大磯 義和 工業技術院標準部材料規格課技官 

国本 忠利 建設省営繕部監督課課長補佐 

丸― 俊雄 清水建設昧）研究所主席研究員 

鶴田 裕 大成建設（株）技術研究所材料研究室技師 

木下日出男 コンクリートカーテンウオール工業会運営委員 

松尾 幸晴 板硝子協会建築委員会委員 

中山 和雄 ALC 協会技術委員 

芦沢 達 日本カーテンウオール工業会研究部長 ■ 

ト日本シーリング工業会， ■ 

金子 譲 広報委員長（司会） -

山内 雅夫 広報副委員長 ■ 

坂倉 征孝 広報委員 ’ 

平野 英作 技術委員長 

西沢順之助 技術副委員長 

耐久性の規定が設けられた 

司会 建築用シーリング材に関するいろいろなJ Is が 

あります.~ J I SA5757の精神を活かした商品認定JI 

S A5758が今般制定されたわけですが、それらのつなが 

りとJ I S A5758のできた背景について小池先生よりご 

説明をお願いいたします。 

小池 J I S A5757ができたときのタイトルは「建築用 

シーリング材の用途別性能」でした。実は、工業技術院 

から原案作成依頼があったときは「建築用シーリング材 

の用途別性能評価基準」 ということでした。用途別性能 

評価基準というのは、シーリング材の性能を評価すると 

きにどういう試験方法をもってすればいいかという、技 

術的な基礎を決める原案委託でした。ただ作成中にここ 

まで来たのだからコンセンサスの得られる範囲で合格ラ 

インを決めたらどうかとなり、商品JIS風な方向にな 

ったものですから欲が出まして、それで商品認定をして 

ほしいというケースも出てまいりました。しかし、技術 

A 

松尾幸晴氏 中山和雄氏 芦沢達氏 

金子譲氏 

' 

山内雅夫氏 

' 
西沢順之助氏 平野英作氏 坂 征孝氏 

的にいろいろ問題があるから、ならば改めて「建築用シ 

ーリング材」 というJ IS をつくろうという動きになっ 

たと思います。 

だから、A5758の性能評価の試験方法の大部分は、前 

のA 5757の評価方法そのまま、あるいはモデファイしたも 

ので、新たに追加になったものはー、二あるだけです。 

シーリング材である以上はこれだけの性能は是非とも確 

保しないと工事に差し支えるという性能には基準を設け 

ました。例えば、可使時間、タックフリーは何時間以内 

でなければならないということではなく、工事の手順上 

その時間を聞いておけば工事がスムーズにいくという性 

質のものについては表示をすることにしているわけです。 

品質試験項目にシーリング材を縦目地に使ってそこに 

定着して、順調に硬化してくれるということを確保する 

項目などはどうしても必要です。今回のJISの中で特 

筆すべきは、耐久性の規定を行ったことですね。耐久性 

に幾つかの段階を設け、それで商品判定しデータを提供 

していただくことにより、耐久性のいいものから、よく 

なくても使える範囲にまで、設計者の意図により選択で 

きるように仕組まれています。 

表示項目（1）の方は先ほども例であげました可使時間、 
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タックフリー等ですが、施工者が施工計画のために必要 

な性能で、各容器に表示されます。ー方、設計をすると 

きにそのシーリング材の力学的特徴などを把握しておく 

ことは非常に重要で、表示項目の（2）として技術資料など 

に提示していただきます。 ユーザーサイドの方がそれを 

生かしていただくのはこれからのPRいかんによるので 

はないかと思っております。 

ング材の級(.. よ 
慈I三 

」に二 

司会 審議に参加されている丸一さん、いまのご説明に 

あった経過、あるいはその内容を堀り下げてお話しいた 

だきたいと思います。 

丸ー 話にありましたように、用途的に使いやすいよう 

にしようというのが主目的で、市販されているシーリン 

グ材をできるだけ入れるということです。しかし、Jr 

S A 5757の方では油性コーキングも対象に入っていま 

したが、今回の規格は除いたものとなっているのがーつ 

の特徴ですね。 

また、硬化機構が基本的に3つのタイプがあり、1 つ 

は湿気硬化型、 1 つはエマルションあるいはラテックス 

で乾燥して硬化するもの、もしくは溶剤が飛んで乾燥し 

て硬化していくもの、さらにもう1つは2つのものが反 

応硬化する2成分形のものとこれら3つがあります。特 

にエマルション、ラテックスタィプのものについては養 

生期間カりF常に長くかかって試験体がつくられているの 

も特徴的ですね。 

それに被着体とシーリング材の接着。接着については 

現場でいろいろな被着体が使われますが、そのものにつ 

いては引張特性で評価しようと表示項目になって、JI 

S A 5757と違う点です。 

ここで特にエマルション系統のものについてどうして 

も備えなければならない性質として、初期の耐水性の問 

題、低温での貯蔵安定性の問題がつけ加わっています。 

司会 新JIS 制定に伴い、従来のシーリング材に関す 

る各種のJISの今後の扱いについて大磯技官からご説 

明いただきたいと思います。 

大磯 J I S A 5758の7月1日付制定に伴い、A 5754 

A5755は廃止、 A 5757の規格そのものは存続します。ポリ 

サルフアイドとシリコーンはA5758に含まれており、材 

料としてはそのまま踏襲されます。6月30日付の官報に 

も通産省告示284号に、このA5758が建築用シーリング 

材として載っています。 

JIS マークに関して、現在ポリサルファイドなどの 

6 

許可を取っている工場の扱いについては、許可書の書き 

替えが必要なので、各関係の通産局にも通知を出してあ 

り、自動的に切りかえるように指示してあります。 しか 

し規格が変わっていますので、それに従ったデータは工 

場で取りそろえられた時点で局のほうに報告するように 

なります。 

A 5758の許可区分は7材種にふえて、主成分による区 

分のみとなり例えばシリコーンはA5758のシリコーン系 

という許可書になります。 

司会 J I S A 5751油性コーキング材の扱いは従来通 

りでよろしいわけですね。 

大磯 そうです。 
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JASS 8の 

改訂作業も進行中 

「 

餌

司会 次にJISと並んで建築学会の標準仕様書JASS 

が広く使われていますが、その改訂作業も進んでおりま 

す。JASS の委員である鶴田さんからJ IS とJAS S 

との関係についてご説明いただきたいと思います。 

鶴田 防水工事JASSの第8章については昭和47年に 

改訂されていますが、それを受けて今度大改訂をしよう 

ということで、すでに54年3月号の建築学会誌にその本 

文だけについて原案として発表されています。 

シーリング材の仕様書については、前回の仕様と大し 

て変わりないのではないかと感じられるかも知れません 

が、その解説書ーかなり指導カのあるもので、それに 

従い材料を選択し、ジョイントの設計をするーの作成 

と新しい建築用シーリング材のJ IS の審議過程とが運 

よく一致していたのです。新しいJ IS の解説書にも触 

れられていますが、問題となった耐久性区分は9030から 

7005まで5つあるグレードの取扱いです。 それに、目地 

幅の設計をするうえでーつのプロセスを示すモデルをは 

っきり示しておきたいという点です。9030については、 

設計伸縮率を士20％を標準にするということになってい 
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ますが、学会のほうでも同じになっています。 

もうーつ重要な点は、毎月の温度変化によるム山ブメ 

ントつまり長期の許容伸縮率以外に、地震時の層間変位 

について短期の許容伸縮率というーつの案を出していま 

す。前述のシーリング材の5つのグレード毎に、伸縮お 

よび剪断の許容変形率をきめています。 

このほかガラス工事のJASSも今回新しく決まった 

ようで、部分的にシーリング工事のJASSと食い違い 

を生じているところもあります。いずれ調整が必要かと 

思っています。 

r  
」 

正しい施工へ 

適格な指示ができるように 

“司会 ガラス取付けの際、面クリアランスなどシーリン 

グ設計からみて問題と思われる箇所を残しながらもその 

審議過程においてJ IS との対応が最大限はかられて来 

たと思います。 

新J IS が制定されてそれに私達がどう対応していく 

かが一番の問題ですが、まずユーザーサイドがこのJI 

Sをどのように利用しようとされているのかお聞きした 

いと思います。 

コンクリートカーテンウォール工業会の木下さん、い 

かがですか。 

木下 J A S S 14でメタルとコンクリートのカーテンウ 

ォールのシーリングに対する対応の問題も解説その他で 

相当立ち至った表現がなされるとは思っています。 

コンクリートに関して言いますが、問題は、被着体と 

いうのは全部均一な材料が対象で、それに対応するプラ 

（アマーなり優秀なシーリング材は十分効果を発揮するだ 

ろうと大いに期待できるわけです。 しかし、工場により 

時期によりあるいは配合により、気候条件により被着体 

としての均一性がない。養生期間を何日おけといっても 

現場に取りついてからのシーリングの状況というのが多 

岐に分かれてくる。 

そこで、これからPCの業界がシーリング材に対して 

どういう対応したらいいかですが、型枠に塗布する剥離 

剤の選択の問題、どういうものがいいのか、あるいはい 

いものを使っているかというと必ずしもそうでもない。 

また千差万別なコンクリート被着体に対してプライマ 

ーが相当の選択を迫られるかと思います。 メーカーでも 

研究されていると思いますが、なお一層研究されてPC 

業界をも指導していただきたいですね。 そこでこうある 

べきだという線も出てきてしかるべきですね。 このたび 

の新JIS誕生を期に、さらに正しい施工への適格な指 

p . 

資 ノ 

I 
' 

示ができるような体制、体質をつくっていただきたいと 

思います。 

なぜ中・低層は耐久性区分が 

低くていいのか‘) 
 .1 

司会 工業会として真剣に取り組んでいかなくてはなら 

ない問題をも指適していただきありがとうございました。 

メタルカーテンウォールの立場から芦澤さん…。 

芦深 メタルカーテンウォールが10年以上経過している 

建物も多くなってきました。目地部の接着が悪くて剥離 

したり、温度伸縮を長年受けてシワが寄って切れている 

というのも相当あります。 しかし水が漏らなければ水密 

機能は果されており、私達が二次シールといっている裏 

側に設けた排水機構がうまく働いて、その許容範囲で排 

水が行われている分には、たとえー次シールが切れてい 

ても今後は耐久力が少し劣っていく度合いがいままでよ 

りひどくなることをがまんすれば、オフイスの活動に別 

段支障が来ることはないわけです。 

シーリング材の選定と施工については慎重にやらねば 

ならないわけですが、タイミングよくすべてのシーリン 

グ材を網羅し、各種の試験結果に応じたそれらの区分を 

J I S A 5758として明確に示して、正しく選定しやす 

いようにされたことはユーザー側として有難いことです。 

ただ、解説にある“シーリング材の耐久性区分と用途” 

1 

ノー 
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今後お互いに協力して行かねばならないと思います。 
線
 

議，昌 

重要性を増す 

弾性シーリング材 

裏
 

麟ュー 

, 

I 

司会 弓は続き板ガラス協会の松尾さん・・・。 

松尾 ガラスは現在、耐風圧や熱割れ、耐震性、水密性 

との関係で弾性シーリング材が使われております。特に 

去年の伊豆大島近海地震、宮城県沖地震で建設省告示第 

109号も改正され、 3階以上は弾性シーリング材を使う 

ことになってきています。 シーリング材の使用量が増大 

するにつれ、弾性シーリング材の耐久性の問題が重要と 

なります。 そういうことで今度の主成分区分と耐久性区 

分は非常にわかりやすいですね。 ，－纏．“ 

層間変位は士20％位の設計伸縮率を採用していますか’ 

耐震試験となるとかなり過酷な条件も加わります。試験 

のしようによってはこの設計値の2 -3 倍の層間変位に 

対して破損することがあります。要は告示109号に規定 

されているように剥脱というような事故が起きないとい 

うことが重要問題なわけです。 

また弾性シーリング材の単位面積当たりの風圧に対す 

る保持力は伸縮率が20％の範囲では問題ありません。た 

だ超高層ビルになると例えばポリサルファィド系は50% 

モジュラスが1-2 蛔ノcuf位ですから、その場合クロロ 

プレンゴムなどの中空になったものをバックアップ材と 

して使うようにして耐風圧に対しては別途に設計上の考 

慮をしながらガラスを保持する。だが施工が悪いために 

目地部分が知らない間に剥離するという問題があります‘ 

それだけに現場の施工においてプライマー施工はよく教 

育していただかねばなりません。 ‘、 

特にアルミ用とガラス用を実際の作業で器用に塗り挙“r 

けられないと思います。複層ガラス入り断熱サッシとか 

その他でサッシ溝幅がいろいろと議論されていますが、 

完全な水密施工を保とうと思えば幅5mm以上必要ではな 

いですか。 

最近、網入板ガラスのさび割れの問題がありますが、 

】「 

, 
'！臨 , -

に高層以上の金属カーテンウォールには9030を使えとい 

い、耐久性を期待するためには更に上級の区分に該当す 

るものを用いることが望ましいとある。困ったことに高 

層（5階以上）の比較的低い階数のものに8020が使えな 

いことになる。 

木下 日本建築センターで帳壁の耐震工法マニュアルが 

あり、告示の107号が119号に改正なりました。ここで 

中層、低層の建物にも耐震工法をとり入れ層間変位とい 

うのは相当起きるのだということだと考えます。そこで 

中・低層のコンクリートカーテンウォールはアクリルか 

ポリウレタンでいいのだというようにとられがちです。 

もう少し8020と9030のほうに移行したほうがよかったの 

ではないですか。 

芦津 でも中もありますから、最高が困るわけです。 

司会 その点小池先生いかがですか。 

小池 目地幅との関連でお話をいただかないと、このJ 

Is の趣旨を生かしていただいたことにならないですね。 

なぜ中・低層は耐久性の区分が低くていいかというと修 

理をするときに超高層と比べればやりやすいということ 

がーつあります。 メーカーサイドから言うとアクリル系 

SBR 系でもこの辺までは使ってもらいたいという意向 

がないわけでもないし、この辺が接点ではないかという 

ことです。 

解説というのは確認いかんを問わず勝手に直していっ 

ていいのですか。 

大磯 ちょっとそうはいきません。 

小池 3年たってまたどこか直すことにして、解説も直 

したらいいのではないでしょうか。 

芦深 修理の問題ですが、ポリサルファィド系は修理す 

る場合が事実起きており、シリコーン系もやはり高分子 

であるからにはいずれ修理することを考えておかないと 

いけないと思います。 シリコーン系は古い材料と新しい 

材料とはくっつきにくいということですが・・・。 

それから各工事毎にシーリングメーカーさんにプライ 

マーの選定をお願いしていますが、シーリング材と各種 

の金属仕上面との付着は大変微妙な問題を含んでおり、 

雄、 
鴛 

?りー 

, 
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J I SA4706では同じように引き違いや片引きサッシに 

水密施工を行うように規定してあります。 

今度のJ I SA5758にのっとった試験成績表をわれわ 

れは参考にしながら実際のシーリング工事でどういう問 

題が起るか、いろいろと研究していかねばならないと思 

っております。 

ALC にもアクリル以外の 

シーリンク材を 
, 

司会 AL C 協会の中山さん、いかがですか。 

中山 耐久性の区分がつくられたことはありがたいこと 

ですね。現状はアクリル系のシーリング材がほとんどで、 

これは経済性と作業性の良さが主な理由でしょう。実情 

を言いますと、アクリルより以上のシーリング材を耐久 

性の面で使っていただきたい。しかもALCの場合には 

建物の種別の分野が住宅から工場、倉庫あるいは大型の 

ビル、病院と非常に幅が広いわけです。そこで今回の耐 

久性の区分は非常にありがたい。新J IS の解説でAL 

C が該当している7020, 7010の分野以上の耐久性の優れ 

たシーリング材をもっと活用していただきたい。 

昨年は地震の問題で、特に協会でもスライド工法とい 

う層間変位に追従できるような工法を開発しましたが、 

そういう時にもポリウレタン系以上のシーリング材を原 

則として使うことにしています。 

プライマーの問題は、ALCの場合工事に含まれるケ 

ースが多いものですからALCのみについてはそれほど 

大きな問題ではありません。むしろ他部材との間の境い 

目に使うプライマーについては、共通できるようなプラ 

イマーを開発していただきたいですね。 

司会 建設会社の立場から丸一さん新JISの対応につ 

いていかがですか。 

丸ー JASS の中には今回のJ I S A5758の規格はも 

ちろん入っていますが、先ほどもカーテンウォール関係 

で、シーリング材の使い方で問題点があがりましたが、 

比較的メンテナンスのしにくいものは、単に耐久性だけ 

でなく、プラスしてプライマーをうまく選定して接着を 

よくするということをやらないと水密性が得られません。 

中山 ALC はプレキャストコンクリートの一種ですが、 

一枚の単位面積が比較的小さい。だからシーリングする 

長さが非常に長い、また強度が小さいため引張強度の大 

きいシーリング材は適さないのです。そこでポリウレタ 

ン、ポリサルファイ ド、シリコーン系のシーリング材に 

是非引張強度の小さなALC用というものが出ると大変 

ありがたいです。 

, 

調 

司会 小池先生、その点について新J IS である程度の 

対応はできているのでしょうか。 

小池 設計用の資料として50％引張り応力、最大引張り 

応力、最大荷重時の伸び、破壊時の伸びというのが技術 

資料で提示されるので、ALCであと50％引張り応力が 

1 キロとかそれ以下のものを選択していただいた方がい 

いと思います。 

木下 PC カーテンウォールは何も超高層ばかりではあ 

りません。最近は低層の建物でもずいぶん使われている。 

現場の施工の順序として、PCがつくとまずシーリング 

を先にやってしまう。その上にマスキングテープかで養 

生して複層模様の吹付材を仕上げるなら別に問題はあり 

ませんが、全然養生されてないケースが多いですね。せ 

っかくいいプライマーを使っても目地の施工如何にがか 

わらず仕上材の溶剤がプライマーに浸透して、施工最終 

時ですでにシーリング材が剥離しているケースが非常に 

多いのです。これは非常に寒心に耐えない問題ではない 

でしようか。 

司会 おっしゃる通りですね。 

' 
新JISの 

―層のPR活動を要望す 

鶴田 工業会に対する要望ですが、新JISが制定され、 

9030以下5つのグレードができ、選ぶ側では大変選びや 

すくなったと思います。工業会としても今後の広報活動 

が非常に重要ですね。ゼネコンの設計施工もありますが、 

一般には設計事務所の設計による段階でシーリング材の 

指定がされており、彼らに対するPRに一層の努力をし 

ていただきたいですね。 

司会 シーリング工業会の広報活動の一環として「シー 

リングニュース」「シーリング誌」 があります。部数も増 

やし、配布先を設計、官公庁、建設会社まで拡大してい 

ます。ご指摘の点、工業会でも何らかの対処はさせてい 

ただきたいと考えています。 

本日、建設省営繕部監督課の国本さんにおいでいただ 
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いていますので、総合的な立場から新JISの対応につ 

いてご説明をいただきたいと思います。 

国本 現在、官庁営繕工事で使っている仕様書は52年版 

ですが、これは4 年毎に改訂することになっており、現 

行のものは56年3 月まで使います。J I SA5754. 5755 

が廃止されると当面、仕様書の訂正を検討しなければな 

りません。その時期は業界の対応を見てからと思ってい 

ます。現在、改訂作業が進行していますが、 JASS の 

改訂、業界の意見等を聞きながら56年版にどう規定して 

いくか検討しています。 

幾つか気になる点を申しますと、JIS で決められて 

いる耐久性試験と実際の耐久性とに相違がないか、異な 

る被着体とプライマーとの関係を仕様書の中へどう規定 

していかなければならないか、 J IS の規格に成分の規 

定がないというのは、場合によってはJ IS は満足して 

いても実際の耐久性において異なるものがでてこないか、 

などを検討しながら56年版を改訂していきたいと考えて 

おります。 

JIS工場認定取得には 

司会 シーリング工業会は、今後J IS に積極的に対応 

してまいりますが、運用上の問題点もありますので、工 

業会技術委員会の平野委員長よりその内容を説明してい 

ただきます。 

平野 4 月に公的試験受験希望のアンケートを取った結 

果ですが、回答30社で対象とする基材と耐久性区分を総 

合すると、86件という大きな数に上っています。期間は 

5月から12月にかけて大体半年以上にわたって試験をお 

願いしたいということになっております。平均すると1 

社3件位、 JIS の試験を受けたいということです。 

J IS 工場認定取得に当っては、半年間の貯蔵安定性 

の問題、品質管理データが必要になっています。従いそ 

の期間、及び試験機関がどことどこになるのかというこ 

とを含めると、秋口にはとても全部出揃うのは無理で相 

当先になるのではないかと実は心配しています。 

J IS 工場認定取得には費用がかかります。 J ISA 

5757は1件受けると試験期間3 カ月を要する。単純に計 

算して40日位になります。そういうこともあり、今後の 

J IS の運用の仕方については、その辺の状況をもよく 

踏まえていただきたいと思います。 

その他に関して、西澤副委員長から説明していただき 

ます。 

西澤 先ほど建設省の国本さんが言われたJ IS の耐久 

性試験と実際に使用された場合の耐久性との関係につい 

ては、以前より小池先生にご指導を願って検討を重ねて 

きており本年度末までには、標準的なできるだけ実際と 

対応した試験方法及び試験装置を確立したいと考えてお 

ります。 

次にプライマーの規定の件ですが、プライマーのみの 

試験方法、規定はありません。標準の被着体に対してシ 

ーリング材と一緒に試験を行う方法としてJ IS では、 

引張り接着性があります。ただしJ IS の最初に、実際 

の現場において、被着体で接着性を確認することが望し 

いとあります。しかし現状では、各メーカーが物件ごと 

にユーザーの研究所、技術の方々と対応していろいろ試 

験を行っていますが、被着体の状態によって接着への影 

響がいろいろと生じております。そこで、材料面で直せ 

るものは改良し、また被着体で制限できる条件のものは 

排除していただくことにより、十分な接着が発揮できる 

ようにさせていただきたいと考えています。 

プライマー施工の 

正しい指導を 

木下 コンクリートカーテンウォールのメーカーでは、 

剥離剤は「ノックスクリート」がいいという評価が定ま 

っていますが、使っている業者は何軒もない。これには 

コストの面もあり、それぞれ勝手な材料を使っているの 

が現状です。こういう点に対する指導は強力にやらない 

といけませんね。 

最近、吹付材料の特にトップコートにアクリルウレタ 

ンという特殊な非常に強カな被膜を使います。その溶剤 

はスペシャルなシンナーで相当の浸透力があります。最 

後のフィニッシュに使用され、カーテンウォールとシー 

リング材の境いに強力な溶剤がしみ込み、半分は溶ける。 

このようなものに対する対応性に果してプライマーが 

研究されているのかどうか私は疑問を持っています。ま 

たそういう施工は避けるべきだという指導も果してされ 

ているのか疑問ですね。 

西深 おっしゃる通りだと思います。種類によって確か 

にシーリング材が初期硬化しただけではプライマーが溶 

剤に侵されるということがあります。 しかしプライマー 

夏 

■ 
p 

二 

●
（
『
で
W
厭
蘇
 

、

 

、
 

i如
 

、 
ノ
 

10 



〕 

も日数がたてば侵されなくなります。現実にそういう問 

題をかかえ、確認して行っています。 

木下 来年当たりシーリング工業会とPCCAの技術部 

会とで交流をもちたいと考えているんですb 

司会 それは是非お願いしたいですね。 

端 

」 
Fョ 画匡F 

木下 いままで過去何十年にわたり、防水は責任施工が 

ーつの常識でした。 

ある現場での経験ですが、メーカーの指定しているフ 

ライマーを職人が使わず、ストックになっていたものを 

もったいないからンいう二とで使っているのです！ 

信頼に耐える 

施工体制の確立ノ＼ 

－戸 

材適所な選定を 

りビ鵬1騒撫 郵I些 

西深 シリコーンへの打ち継ぎ性について、現在シリコ 

ーンに関してはプライマーを使ってシリコーン同志なら 

ばできるという判断をしています。7年から10年経過後 

のメンテナンスは長期的な検討を続けないといけないと 

思いますが、現状ではその他の材料ではメンテナンスは 

できないですね。 

次にALCの場合の低モジュラスシーリング材の件で 

すが、現在シリコーン、変成シリコーン、ポリサルフア 

イドおよびポリウレタンの中には低モジュラスのものも 

あります。表示によって適切な材料を各種類の中から選 

定することができるのではないかと考えます。 

中山 ポリサルファイド、シリコーン、ポリウレタンで 

さえもたまにしか指定がないんです。 

山内 一部のメーカーではALC専用の低モジュラスの 

50％引張応力が1向ノmiを超えないポリウレタンシーリ 

ング材を常時在庫して供給していますよ。ただ、一般的 

にモジュラスを下げると耐熱性などの物性が落ち、ポリ 

ウレタンの場合、9030は非常にむずかしいと思います。 

丸ー ALC の場合長期においても低モジュラスである 

ということが条件になるわけですが、そういうものはな 

かなかつくりにくいだろうと思います。これはメーカー 

サイドでの話だと思うのですカ～ 

司会 この問題についても工業会で調査してみたいと思 

います。 

中山 個々のメーカーとそれぞれ当ってみたいとも考え 

ています。 

平野 J Is の引張り接着性の試験項目の試験条件の中 

で、加熱後さらに-10度で測定すということが出ていま 

す。 こういう条件でやると非常にモジュラスアップして 

くるのがあります。少なくとも第1段階でそれがスクリ 

ーニングできるだけでも進歩したと判断していますが。 

動暴露試験装置についても年内中にケリをつけて、現場 

とJIS の関係把握に進みたいと考えております。 ii S 

ができれば社内規格は以上に厳しくしようというのが、 

メーカーの立場でもあり、クリアする方向に努力してい 

ます。 

司会 確かにシーリング材は適正な施工がなされて初め 

て防水機能を発揮するわけですから、材料メーカーと施 

工店とのコミュニケーションが一番重要になるわけです。 

現在、シーリング工事の受注は日本シーリング工事業 

団体連合会の方々が受けて、メーカーがバックアップす 

る体制で進めています。 また「シーリング管理士」の認 

定、あるいは労働省の職種認定になる 「防水技能士」ノ、 

のサポート等の機会を通じて施工レベルを上げ信頼に耐 

える施工体制の確立に努力しています。施工されたもの 

についての責任の一端をメーカーは担っているわけです。 

そのためにもいろいろな機会を通じての教育訓練とか、 

施工に関する共通仕様書をもっと内容あるものに仕上げ 

るとかやっていきたいと考えています。 

その他に今後の新J IS の運営に関して、ユーザーサ 

イドからのご意見がありましたなら・・・。 

丸ー シーリング材の色に関して。比較的多いのがグレ 

ー色ですね。白い色は汚れカ導F常に目立ちます。もう1 

つ、ビヒクルになっている材料が黄変化するという問題C 

他の可塑剤も関係しますが、白いものに対する変色の問 

題も十分考えておいてもらわないとだめですね。 

木下 変色の問題にからんで、バスルームの接合部分に 

シリコーンシーラントを塗っていて、全部カビで真っ黒 

になっている。何でもシーリングをしたらいいのだとい 

うことでシリコーンを使っている。材料に対する知識が 

実際の現場施工面まで反映していない。 

司会 防カビ性のシーリング材は各社で市販しています 

が、ちょっとPR不足ですね。この他難燃性問題等の、 

現状J IS だけでは規定できない問題も合んでいます。 

本日は7月1日に制定されたJ I S A5758「建築用シ 

ーリング材」 に関連して各種のディスカッションを通じ 

て貴重なご意見をいただき有難とうごぎいます。シーリ 

ング工業会としても、このJISへの対応を通じて今後 

ユーザーのご期待に沿い、信頼の得られるよう努力いた 

しますのでよろしくご協力の程お願いいたします。 

今日はご多忙中、当座談会にご出席いただき大変あり 

がとうございました。 
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業界動向 

項 目 最 近 の 動 き 今 後 の 動 き 寸評 

建 築 着 工 

5 月の建設工事の受注状況をみると前月比、前 

年同月比でほぽ同水準だが、民間工事において 

前年同月上ヒ14.2％増加と連続前年度水準を上回 

り好調に推移している。官公庁工事は昨年度の 

施工促進策もあって減少という形で現われてい 

るが、本来の受注動向に戻ったようである。 

総じて、民間工事は堅調な受注動向を示してい 

るが、省資源間題の中で民間の設備投資がどこ 

まで続くかが今後の動きとして注目されるとこ 

ろであろう。 雄
 

関
 

連
 

業
 

界
 

カ―テンウオ―ル 

ほとんど民間発注に依存するカーテンウオ一ル 

業界、未だ厳しい状況である。統計的数値も落 

ちっくところまで落ちっき、やや回復の兆しが 

みえはじめているようである。 

カーテンウオールエ事のJASSの本制定も間近 

い。等圧理論に基づいた雨仕舞の導入など高性 

能のカーテンウオ一ルの開発競争が行なわれる 

であろう。 
'
 

サ 

5月出荷量は前月比やや減少しているが、前年 

同月比約13％と好調を示している。住宅需要の 

低迷の中、プレハプ住宅の増加が注目されよう。 

秋口に懸念されるアルミ地金の値上げはすえお 

きか？また、公定歩合、金利問題等の社会的要 

因で住宅需要の伸びなやみが心配される。 雄
 

板 ガ ラ ス 

今年に入って目立ってフロート、みがき板ガラ 

スの需給が伸びている。現代建築の花形として 

幅広い範囲に使われだしてきている。また、省 

エネルギー時代、複層ガラスの効用がクロ―ズ 

アソプされている。 

一般住宅にも冷暖房負荷の軽減をはかることが 

要求されてきており、複層ガラスも世界的省エ 

ネルギ一政策の中で注目され、その断熱機能が 

期待されている。 

"

)

 

A L C 

このところALCの伸びには目をみはるものが 

あり、メ一カーには倍産体制に入っているとこ 

ろもある。ュ一ザーのALCに対する認識も深 

まったことも好調の原因とも思われる。 

一っの動きとして、駅前を拠点とした商店街に 

おける物件の集中化が展開されて、ス一パ一な 

どのRCがALC に取って変わりっっあるのも 

傾向としてあるようである。 

"v 

主
 

要
 

シ
 

ー
 

リ
 

ン
 

グ
 

シ リ コ ―ン 

公害‘耐震性などの問題により、他基材シーリ 

ング材から2 成分形のものを使用する動きとな 

ってきている。 

用途の拡大、製品開発などと活発化してきてい 

るが、ュ一ザーの適材適所な使われ方も重要な 

問題ともなってきている。 '
 

変成シリコ―ン 

新しいJIS A 5758にも包含され試験施工もほぼ 

終り、新材料とは言え大型物件への採用も決ま 

り、本格的な工事に着手しはじめた。 

MS ポリマーを扱う製造会社の技術的な足並み 

を揃えることが期待されている。また他のシー 

リング材との比較で長短が明らかにされるであ 

ろう。 

．・ 

ポリサルフアイド 

大型物件における2 成分形シリコーンの抬頭に 

話題が集中しているが、ポリサルフアイドその 

ものの総出荷量は順調に伸びている。 

“接着”の重要性が再認識されており、シリコ 

―ンからのUターン現象もあり、堅調に推移す 

るであろう。 '
 

ポリウレタン 

1 成分形そもの特徴を生かした一戸建プレハプ 

住宅その他の小物需要先に伸びているのが特徴 

であろうo 

1 成分形は建築用にとどまるだけでなく、その 

他の分野でも伸びてきている。使いやすさと経 

済性刑頂調に需要を伸ばしていくであろう。 '
 

ア ク リ ル 

ALC にアクリル系シ一リング材以外に他基材 

のものの使用を要望する声もある。 

仕上材とのからみもあって依然としてアクリル 

が主役である。今後も順調な伸びが期待できそ 

うである。 0
 

油 性 
減少傾向は避けられないであろう。 ホテル隔壁の遮音など防水とは別の用途での需 

要も期待できよう。 (（二ンン 
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F 
本部の動き 

I 一国 

第16回通常総会を開催 

5 月16日午后2時10分より、東京都渋谷区の東郷記念館で 

第16回通常総会を開催した。当日は37名が出席、冒頭に挨拶 

に立った梅沢会長は「石油問題に端を発した原料供給など種 

々の問題をかかえ、シーリング業界をとりまく経済状態は非 

常に厳しい。当工業会も心をひきしめ、各理事、各委員、各 

分科会が、それぞれの役割、活動目標を明確化し、責任をも 

って事業計画を推進したい。 

相談役、諸先生のご指導を受け、会員皆様の力強いバック 

‘ップにより、明日を生きるため全力投球で進みたい」 と、 

套員の一致団結を促した。 

続いて53年度事業報告、同決算報告、会則の一部変更、新 

入会員・製鉄化学工業翻・株ハイケミカルの紹介などの議事 

のあと、新役員の承認ならびに紹介が行なわれた。 その結果 

梅沢芳朗会長が再選、副会長に梅本禎治氏／日東ポリマー工 

業醐、金子譲氏／東芝シリコーン姻をそれぞれ選出、承認し 

た。さらに54年度事業計画案、同予算案を審議し、それぞれ 

承認した。新年度事業計画は①シーリング業の地位向上策の 

推進▲新J Is 、改訂JAS S普及活動の実施▲シーリング 

管理士制度の定着化▲シーリング材に関する情報の収集、提 

供▲日本シーリング工事業協会（現、団体連合会）、外部有識 

者、関連団体とのコミュニケーションの強化②業界の健全な 

発展のための諸活動▲原料動向への対処▲保証条件など適正 

販売条件の設定③工業会の体質強化▲シーリング業界の実態 

把握▲全国組織体制の充実と運営の強化▲社団法人化である。 

議事終了後、第2回1級シーリング管理士合格者のうち成 

大阪支部だより 

石油問題は既に大きな問題として周知のもので、是による 

原料関係は私等の企業の上にも大きい影響のあることは最早 

言うまでもありません。この影響で必然的に生じる変化は、 

関連のある各層に伝えて遅滞なく準備の計画が出来るように 

伝達するのは発生原因の素原に近い所から急報することが義 

務と考えねばなりません。しかし、此処に一番いやなことは 

夫々ばらばらな伝達では、その伝達を受けた第三者は、方針 

がまとまらず能率の上にも次期着手の進捗にも支障を招くこ 

ととなる。この調整に手をつけることは、絶対に出来ないの 

で、ここを自己企業防衛の真理に基くの外ない。各会員共に 

希望の目標と排除の要件は共通しているのでありますが、他 

社が時勢感をどうもっているであろうか、自社が先んずると 

後遺症的不利にならないかなどとの懸念が跡躇となる。これ 

を幾様にも考える程乱脈邪念は断ち切れない。分科会の概念 

は、この抽象的なお互いのなやみをさらけ出す場とも言える 

かも知れません0 

以上は販売への苦痛でこんどは資材入手への正常化ですが 

業界は極力物資の配分を公正に均点して、停屯死蔵の弊にと 

らわれず迅速な送達をすることとして、資材の獲得には実績 

に缺減なく入荷することに勉めて需要者側へ不満の起らない 

様、一層の発展へ向わねぱならないと考えつつ分科会の行事 

としています。 

［広冨支部だより － - ' 

今年度の幹事会はメンバーががらりと変り、支部長、副支 

績上位5 名に対して表彰が行なわれ、梅沢会長より代表とし 

て山本勇日本シーリング工事業協会々長に表彰状が手渡され 

た。続いて来賓祝辞に立った相談役伊藤日本建設材料協会会 

長は「梅沢新会長のもとで、当工業会も本格的な事業活動を 

展開されることにより、この難局を乗りきり、有終の美をか 

ぎられることを期待している」 と述べられた。 

つづいて別室で懇親パーティーが開かれ、来賓の小野一男 

通産省生活産業局窯業建材課課長補佐の祝辞後、乾杯が行な 

われ、なごやかなうちに午後4時30分閉会した。 

11- fr 

新JlS の説明会 

待望の新J I SA5758（建築用シーリング材）が7月1日 

付で制定になり、当工業会は7月20日午後2時より千代田区 

冨士見の私学振興財団に東京工業大学の小池迪夫先生、工業 

技術院の大磯義和技官をお招きして新JISの説明会を開催 

した。参加会員会社は46社、参加者は126名の多きにのぽり、 

非常な関心の高さを示した。 

梅本副会長の開会の辞があり、最初は新JISについて小 

池先生が逐一懇切に説明され、続いて大磯技官は新規の受審 

に重点を置いて詳細に説明された。最後に活発な質疑応答が 

あり、盛況裡に午後5時説明会は終了した。 

部長、総務、会計、中シ協窓口らのメンバーで平均年令もぐ 

っと若返り、和気あいあいと会の運営に当っております。0 

PEC の大巾値上げにより、原油20ドル時代に突入、かかる 

経済環境の危機的状況をのりこえるべく、結東を固めつつあ 

ります。6 月26日に開かれた中シ協の総会にも支部長、副支 

部長、中シ協窓口が出席、有意義な時を過しました。広島支 

部としては、コンパクトなまとまりを見せており、シーリン 

グ工業会のムードは非常に良いと申せましょう。 

部だより I 
梅雨を迎え、昨年とはうって変り今年は大雨警報注意報の 

連続です。一時、 3時間給水の状態にまで追い込まれ約1ケ 

年間の給水制限に苦しみ、水の大切さ大事さを痛感した昨年 

でしたが、今年は、降り続く長雨のため逆に水害さえ発生致 

しました。 

福岡は県政百年を迎え、日蓮上人の像で有名な博多区のー 

画に県新庁舎の建設が昨年11月起工式を終え、現在基礎工事 

の最中です。総工費355億円を投じ、議会棟、行政棟、警察 

棟の3棟からなる建延べ16万ポと言う大型工事です。設計家 

は建築界を代表する黒川紀章氏が基本設計を担当され、シー 

リング工事の施工時期は、来年夏頃だと聞いており業界とし 

ては久方ぶりの大型工事に期待し、又シーリング管理士制度 

に対する認識も高まっております。 

7月1日から勇壮華麗な男の祭り「博多山笠」が行われてお 

り、15日の追い山をピークにいよいよ夏の到来です。 
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了 短歌・俳句 
7 、7 、’、●、●、’、●、●、●、●、●、●、’ 

「箱根強羅・彫刻の森」 加藤正守 
幾度かスイッチバック四葩色変へて 

白南風の巨像天裂く雄叫びを 

赤と黒交差裸像の青嵐 

箱根湯本一強羅間は急勾配のため途中3 ケ所にスイッ 

チバックがある。トンネルを過ぎ、山の中腹を巡り、ス 

イッチバックするごとに紫陽花は色を変えてゆく。開け 

放たれた車窓からは新樹風が山気を勾わせている。 

彫刻の森美術館は、緑と太陽につつまれた野外美術館 

で、ロダン、ブールデル、マイョール、グレコ、本郷新 

などの内外の彫刻が展示されている。ブールデルの「力 

自由、勝利、雄弁」 の巨像は、白南風の森の中で、天を 

裂く雄叫びをあげている。赤と黒の手脚を一杯に伸した 

男女の交差した裸像群は、夏の陽を弾ね、青嵐が吹き渡 

っている。色と型が躍動し、清新さを漲らせている。 

「分水嶺の旅路」山本千青‘、， 
一峠 分水嶺を 初夏の水 ~、I 

山の色 若葉か花か まどい見る 一払〉票 
中国自動車道が山陽山陰の両方面の国土再開発に役立 

ち、地勢も嶺頭の背にあり、県境を縫う如くである。福 

崎I.cで幹線を離れ和田山に向う。普日は黒煙をトンネ 

ルに満たして走る軌道に比し、今は緑風を車窓にうけバ 

スは白兎の如く山肌を這う。大阪を出発後、早くも2時 

間半にて和田山に着く。山景蒼緑にして竹林の草庵にて 

昼食を受く。昼間のビール心身に滲む。再び車上の者と 

なり湯村に着き、更衣して宴席に座す。 

美酒珍肴迎心盡 百客談笑和満堂 

酔心意解親睦深 絃歌唱謡三更賑 

翌朝酌を重ね英気を揚げ、山景朝陽を受けて多彩あり。 

黄緑、紫紺、藍緑、竹林、紅緑、燃ゆる如くにして花と 

まどうもあり。白雲上昇して渓音の山彦を過ぎ、川の瀬 

ゆるやかに人家愈々列ぶ。鐘楼もある港の町となる。 

いかほすや 防汐堤の 初夏の朝 

若芽あり 山菜も売りて 浜の町 

遊覧船は川口を離れて障島の麓を左に曲る。弁天千貫 

松島、岩燕洞門と続々奇勝現れ、艇内よりマイクの朗声 

もありて耳目忙しきばかりなり。さて山陰の松島とや言 

うが筆者の感、陸前の松島に比することなく優越にある。 

此処豊浦は地質素より異なり、高峯の巌障、風雨、濤汐 

に晒され厳骨となり其の所々に風土落葉の積層生して蓬 

莱の山姿を造る。客姿千変、奇形比類無く、此処特有の 

壮観にて、目を離すこと惜むカ汝t1く艇窓に顔を向け、友 

と別れる心地なり。 

「隠岐の国」 
~～ー一 (

 」
 《
 

井手筍子 
:，~ 

隠岐は旧国名、現在の島根県隠岐諸群島である。島根 

県の東北方、日本海に浮ぶ4つの大島と約180の小島を 

含み、地域的には道前と道後に分れている。海岸はりヤ 

ス式で、断崖絶壁をなし、大きな波が真白な沫を上げて 

いる。 

島民の80％は半農半漁で、牧畑という独特の農法が行 

なわれ、牛の放牧を交えた4 年周期の輪作で地力の維持 

と食料の自給を目的としている。暖、寒流が接触する近 

海は、日本海最良の漁場であるが、アワビ、サザェ、ナ 

マコ、特にイカ漁業が中心である。 

鎌倉期に北条氏は、後鳥羽法皇を、後には後醍醐天皇 

をここに流した。流人の島としての史跡が多く、また後 

鳥羽法皇を慰めるため行なわれたといわれる年1回の闘 

牛は数少い島の娯楽のーつである。 

後鳥羽院 火葬の塚の 合歓の花 

照り霞む 飛ぶ鳥もなき 黒木御所 

牛突きの 牛尿する 炎天下 

' ' . . 

ナ，・・7ー レ トり‘ 
I ~ 、 ‘ー d 、‘ー 

渡辺敬三 

日本建築学会で最も名誉ある建築学界大賞を狩野春―先 

生が受賞された。その祝賀会の席で先生は、先生の師であ 

った土居先生のお話をされた。その土居先生は、コンクリ 

ートの強度は水セメント比に左右されることを世界で最も 

早く発見されていた（1916年）が、ー般には米国のエイブ 

ラムが発見した（1919年）ことになっている。 

現在のように情報の流れが速い時代とは異なって、この 

ようなことは沢山あった。例えぱ、活字はグーテンベルク 

の発明（1450年）といrうことになっているが、それより遙 

かに先んじて、お隣の韓国では木製の活字が存在していた 

し、その源は中国になる（1041年）。プロペラ飛行機の発 

明にしても、ライト兄弟（1903年）より先に日本の二宮忠 

八（1894年）は模型を完成させていたとのことである。尤 

もこのアイディアだけならば、遙か以前にダビンチ（1452 

年～1519年）がスクリュー式ヘリコプターを考えていた。 

これは現在全日空のマークになっているのでご存知の方も 

多いと思う。 

また、和算では関孝和（1643年～1708年）がニュートン 

(1642年～1727年）より先に、微分積分に近いことまで考 

えた。しかしながら、それ以上には進展できなかった。 

この理由として、和算は亮そ書きであったために、iき 

書きの合理性がなかったためともいわれている。 

ダビンチのヘリコプターはたそのスクリュであったが、 

ライトの飛行機はま三のスクリューであり、翼の浮力に揚 

力を受持たせている。アルファベットの筆記体はまと書き 

用であるが、ひらがなは亮そ書き用である。新聞は元そ書 

きであるが、技術書はま三書きが多い。元そ書きがよいか 

まとがよいかはその時々で異っている。 

外壁のシーリングには、亮そとまきがあるが、何れも重 

要かつ必要なものである。しかし、物を考える際には、亮 

そで考えていて解決しない場合には、i三にして考えれば 

解決の糸口をつかまえられるかも知れない。 

亮そのものをまきにもしないような、ものぐさにはなり 

たくないものである。 
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手物の麟 日本シーリング工業会の概要 

・詳細はト日本シーリング工業会へn03-255-2841 -2 

シーリングハンドブック 

おかげさまにて好評のうち 

に在庫切れとなりました。 

今秋10月に、J ASS 関連 

資料の訂正に伴い改訂版を 

発行する予定です。なお、 

予約も承りますので申込み 

は日本シーリングエ業会に 

ご連絡下さい。ますますそ 

の重要性を増すシーリング 

工事、関係諸兄には必携の 

書といえます。 

建築用シーリング材 

1級シーリング管理士用テキスト 
定価4,500円 

農雪劣盗”“スト 

“事ノ 

装幀も新たになり、わかりやすく再編集されています。 

 …云・・ぷ“・“^・一☆表紙の言葉☆一 

大粒のタ立 池に輪をえがく 

降りたらぬ タ立跡のなお暑く 

大虹の浪速 河内にまたがりて 

雷の遠ぎかりゆき 蝉さわぎ 

今朝見るや 百日紅の 咲き初める 

北摂の渓流を辿ると、もう●1騨の声がする。 

せんせいしようらいけいおんのうら 

蝉声松籟渓音裏 
ろうじ．てんをかくしてゆうあAのさと 

老樹天隠幽暗俚 

せいふう抽をくだってりょう● みつる がんじょうじょ”．ょぞくせ、曳」なる 

清風峰降涼気満 巌畳莚居俗世離 

この感況を絵に致すべく」Ill筆を持ちました。 

岩に腰 おろして谷に 足冷やす （山本照夫） 

=＝」川,ーリ．,司LHじ““．言に削巨＝に手．－叩尋 "-，品。聞．= 敏 

本会はわが国における建築用、土木用シーリング工業 

の健全な発展と振興を計ることを目的として、昭和38年 

2月に設立されました。会員はわが国のシーリング材メ 

ーカーが加盟し、賛助会員は原材料メーカー取扱業者が 

加入しており、全国に6支部を有する全国的組織であり 

ます。 

〇シーリング管理士の養成 

〇日本シーリング工事業団体連合会と連繋、材料および 

工事に対する信頼の確保 

〇技術資料の収集と情報の交換 

〇JIS 、 JASS への協カ 

〇市場調査、需要開発に関する調査研究 

発行図書 
、亡“紗血－にに竄ぐ篇．にさ与熱康敏ミ叱累尊 

散鵬 

機関誌「シーリン乃（年1回） 

シーリングニュース（年3回） 

建築用シーリング材とその正しい使い方 

シーリングハンドプック（改訂版） 

1 級シーリング管理士用テキスト 

日本シーリング工業会会員 
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 日本シーリング工業会の組織 

委員会 分科会 支部 
総 務 委 員 会 シ リ コーン分科会 名古屋支部 

委 員 会 

委 員 会 

茸 妥 貝 官 プ チ ル 分 科 会 北海道支部 

変成シリコーン分科会 大阪支部 

ポリサルファイド分,会 福岡支部 

男詰9認器広島支部 

術
 
報
 

技
 
広
 
調
 
シーリング管理士検定委員会 油 性 分 科 会 仙台支部 

15 



日本シーリングエ業会 
東京都千代田区外神田2 一2 -17 共同ビル 

T E L 03 (255) 2 8 4 1 ~ 2 

企画制作・日本シーリ ン グ工業会広報委員会 

編集協力 株工文社 東京都千代田区神田佐久間町3-21 

' 03-866-3504 
- 


